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・長崎県に属し、長崎港から西に100kmに位置。
・福江島は五島列島最大、日本国内では11番目の面積。人口約3万4千人。（2020年五島市）

・平安時代、遣唐使最後の寄港地に（空海も）。

福江島

五島列島

五島列島
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自然海浜や海蝕崖、火山景観など複雑で変化に富んだ地形で、ほぼ全域が西海国立公園に指定される。
10以上の大小のビーチ。サイクリング、ダイビング、星空観測、釣りが楽しめます。

福江島



会社概要

■商号 株式会社五島つばき蒸溜所

■設立日 2021年11月18日

■本社所在地 長崎県五島市戸岐町1223番地5

■主な事業内容 酒類の製造及び販売

■許認可 酒類製造免許（22年11月30日取得）

■開業 2022年12月20日

■自己資本 1,800万円（資本金900万）

■主要取引銀行 十八親和銀行、日本政策金融公庫

5
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社員紹介



社員紹介

◉門田クニヒコ
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代表取締役/蒸溜家
28年間キリンでマーケティング、
商品開発に従事。ヒット商品番付
を4度受賞（キリン極生、氷結スト
ロング、一番搾りフローズン生、
47都道府県の一番搾り）
当社では、経営全般およびマーケ
ティング、製造、業務全般を担当。
三国ヶ丘高校/横浜国立大学卒業

◉鬼頭英明

ディステイラー/ブレンダー マーケティング・ディレクター
32年間キリンビールでウイスキー
のブレンド及び原酒開発を中心に
リキュール、スピリッツ、焼酎、
ワインなどの中味開発に従事。
数々のヒット商品の中味を開発
（ボストンクラブ淡麗原酒、エバ
モア21年、富士山麓、杏露酒、
キリン氷結、キリンフリーなど）

◉小元俊祐

30年以上にわたりウイスキー、
スピリッツ、RTD、ワインの
商品開発や広告など幅広くマーケ
ティング業務に従事。薔薇のバー
ボン「フォアローゼス」の
ブランドマネージャーとして日本
市場を開拓。当社では、マーケ、
広報、海外関連の業務を担当。



なぜキリンを
飛び出した？



9

きっかけは、50歳になる際の社内研修
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２０ ３０ ４０ ５０
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なぜキリンを飛び出した？
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なぜキリンを飛び出した？

キリンの看板があったから
ヒットした。
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なぜキリンを飛び出した？

キリンで教わった
『ものづくり哲学』は
世界に通用する
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世界に誇れるお酒づくりを。



なぜGIN？
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そもそもGINは、
カクテルの割り材だった。
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・クラフトジンの市場は新しい市場
・ヨーロッパでは1兆2000億円の市場規模
・自由度が高い

なぜGINなのか？
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自由度が高い

なぜGINなのか？



なぜ五島？
候補地は３ケ所
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歴史や文化が入り交じった凄いポテンシャルのある場所。
※島々には多くのカトリック教会が点在し、「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」として2018年に世界文化遺産登録
※五島列島には50以上、福江島には13の教会が現存。禁教と迫害にあっても、信仰を捨てなかった信者が、禁教令が解かれた後、
貧しい生活の中で自分たちで建てた教会群。

五島列島を選んだ理由



初めて訪れた際の印象は「慈しの島」

悲しいくらい美しい祈りの島

ゆっくりと時間が流れる
紺碧の海と美しい緑

伝統に育まれた豊かな日常

広い空、大地と海の恵み何か失敗しても「よかったい」で済ますおおらかさ

慈
いつくし

賛美歌

千万本の椿

【キーワード】

※慈（じ・いつくしむ）
＝いつくしむこと。恵み。はぐくみ育てること。愛をもって接すること。



慈の島のストーリー

慈の島「五島」で、僕らの物語をつくっていこうと思いました。

豊かな自然と素材、ゆるやかな時、歴史、文化、色々なものが絡み合った美しい場所



つくりたかった
美味しさ



村上春樹さんの文章に、『うまい酒は旅をしない』という一節があります。

はじまりは、村上春樹



はじまりは、村上春樹

「風景と結びつくことによって、酒はアロマをいきいきと取り戻していく」（by村上春樹）

「酒はその産地で飲むのが一番うまい」。

ただ、



だったら、
村上さんが言う、「風景のアロマ」をもつ酒を造ろう、
そう思いました。

（aroma in the heart）



作りたかったお酒への想い

もともとお酒にあったはずの、風景、風土、ロマン
そういったものを取り戻すためのGIN。
大量消費の社会で「みんなにより多く飲んでもらうため」の
お酒ではなく、一人ひとりに物語を味わってもらう。
世界中のどこにいても、遠く離れたある土地と、
そこに住む人々と、風景のアロマで
パーソナルにつながっていることを想像できるお酒。



作りたかったお酒への想い

本当によいお酒には「物語」がある。
人はアルコールに酔うだけではなく、お酒がもつ物語にも酔っている。

私たちが心惹かれる物語とは「風土」に根差したもの。
土地の記憶、その土地から生まれる作物、そこに生きる人々の営み。
いいお酒には、味わいの向こうに、人が生きる「風景」が広がる。
物理的な味わいや香りを超え、心を包んでくれる「風景のアロマ」がある。



作りたかったお酒への想い

「風景」と「物語」に結びついた、
豊かなお酒づくりにかけてみたい。
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福江島 半泊エリア
古い教会堂が建つ、小さな入り江のある集落。
・福江島中心街から車で約30分の半泊エリア
・キリシタン弾圧から逃れるために外海から来た移住者が、土地が狭いため、半分は別の地に移住し、半分がこの地に留まった。
・現在は、5世帯6人が暮らす限界集落。上下水道も無く、山の湧き水で静謐に暮らす。



32

古い教会堂が建つ、小さな入り江のある集落。
玉砂利が広がり、打ち寄せる波に小石が転がる優しい音が鳴り続ける。

福江島 半泊エリア
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・半泊教会に寄り添うように立地。
・GINをつくるかたわら、半泊の美しい景色（海や教会）を守る活動を行う。三方良しを目指す。
・信徒が一人になった半泊教会の維持管理を行う。

蒸溜所
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・半泊教会の維持管理をすると話したところ、「修道院のような蒸溜所」を建てたい、と。
・GINはイタリアの修道院で生まれたという説。

蒸溜所（建築コンセプト）
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回廊式の蒸溜所

蒸溜所（建築コンセプト）
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・蒸溜所裏の山で湧き出る天然水を蒸溜所に直接引き入れて使用。
・超がつくほどの軟水。飲んでも柔らかく、お風呂につかっても優しい肌触り。
・料理につかっても美味しく、市内から水を汲みに来るお寿司屋さんも。

半泊山麓の湧き水



２つのこだわり



「椿のタネ」をキーボタニカルに
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島の誇りである「椿」を美味しさに変えたい。

※椿のタネを炒り、グラインドして使用
※今村椿油製油所から購入。島の皆さんが集めたタネをお酒に。

特長（キーボタニカル）
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五島の精神性や文化に通じる「椿」

※島内に1千万本以上自生する五島を代表する花。多くの品種が植わっており、中でも幻の椿“玉之浦”が世界的にも有名。
※椿は、強い風から島のくらしを守り、島のいちばん寒い季節にみんなを励ますようにそっと赤い花をつける。

五島が世界に誇る「玉之浦」品種

五島の「つばき」



ブレンド方式
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・ドイツのアーノルド・ホルスタイン社のジン専用の蒸留器を購入。
・世界で一番おいしいお酒をつくるために、一番高い蒸留器を購入。
・蒸留器界の“ポルシェ”と称される存在

自慢の蒸留器
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「浸漬蒸溜」と「蒸気蒸溜」が可能

ジン専用蒸留器



一般的な製造方法

※サントリー社HPより抜粋

特長（独特の製造方法）



原
酒

原
酒 ・・・原

酒
原
酒

原
酒

原
酒

原
酒

原
酒

ニュートラルスピリッツ（無味無臭）

五島つばき蒸溜所製造方法

浸漬蒸溜 蒸気蒸溜

ボタニカル毎に最適な製法/条件にて蒸留

複数の原酒

ブレンド

特長（独特の製造方法）



特長（独特の製造方法）

どうして個別に蒸溜？



特長（独特の製造方法）



特長（独特の製造方法）

世界的には珍しいが
日本の蒸溜所では
いくつかつくられている



特長（独特の製造方法）



特長（独特の製造方法）



特長（独特の製造方法）



特長（独特の製造方法）



特長（独特の製造方法）

17ボタニカルを18蒸溜

20の原酒（タンク）



タンクだらけの蒸溜所



55

ボトルデザイン（通称：ツボミボトル）

・日本山村硝子社（山村製壜所）にて制作
・デザインは川路ヨウセイデザインオフィス
・手彫り（磨き）による金型製作。金型製作100日以上
・半泊の海の色を表現した特色

「椿の花でアロマを包む」（守る）というコンセプト

2023ガラスびんアワード 最優秀賞
2023グッドデザイン賞
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ボトルデザイン（通称：ツボミボトル）



慈
教会守の蒸溜所でつくる、

三位一体の凝縮したアロマが醸す、

風景のアロマをもつGIN

トリニティアロマで感じる新しいおいしさ

つくりたかったおいしさ（商品コンセプト）

慈

いつくし



お酒の豊かさを取り戻したい

GINは土地を表現することが可能なお酒（地酒）。
土地のDNAやストーリーが美味しさになる酒。

GOTOGINは、“慈の島”五島の風土や風景、ロマンが詰まったGIN。
このGIN自体が「五島の風景」。

「風景のアロマ」を五感で体感してもらい、
飲む人が物語を感じ、
飲む人の心を満たし、
飲む人を幸せにしていきたい。



お願い

五島に来て、GOTOGINを一緒に飲んでください。

西の果て、祈りの島より。
風景のアロマが香るジン。



ご清聴ありがとうございました。

世界に誇る、ジャパニーズ・クラフテッド・ジンを。
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